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ついては、歴史都市防災に関する研究活動において見落とされてきたり、不足していたりする可能性がある

分野であると考えられる。

７．おわりに

本研究では、これまでおこなわれてきた歴史都市防災に関する研究活動の特徴を、周辺領域である文化財

保護や防災に関する研究活動との比較をおこなうことによって明らかにしてきた。また、研究活動における

着目度を、マスメディア報道にもとづく社会的着目度との比較をおこなうことによって明らかにしてきた。

第 4 章、第 5 章で示した歴史都市防災に関する研究活動と周辺領域における研究活動との比較と、第 6 章

で示した歴史都市防災に関する研究活動における着目度と社会的着目度との比較とあわせると、歴史都市防

災の「対象」に関しては図 4 と図 10 の両者において傾きが 1 の直線よりも左上にある分野、「災害」に関

しては図 7 と図 11 の両者において傾きが 1 の直線よりも左上にある分野が、研究活動における着目度より

も社会的着目度の方が大きいにもかかわらず研究活動が周辺領域における研究活動に比較して少ないという

ことになり、歴史都市防災に関する研究活動において今後重点を置くべき分野であると考えられる。

この視点からみると「何を守るのか」に該当する「対象」においては、美術品、人、遺跡が該当すること

になる。また「何から守るのか」に該当する「災害」においては、風害、津波が該当することになる。すな

わち、歴史都市防災に関する研究活動においてはこれらの分野を今後重点的に増加させていくことが必要で

はないかと考えられる。

今後の課題としては、本研究では文化財保護や防災に関する 8 種の論文集に掲載された論文を対象に分析

をおこなったが、文化財保護や防災に関する論文はこれら以外の論文集にも掲載されているものがあると考

えられるため、より広範囲の論文集を対象として分析をおこなうことが必要であると考えられる。とくに、

人災、虫害といった分野は犯罪学、心理学、農学、林学といった本研究では取り扱わなかった分野でも研究

活動がなされていると想定されるため、これらの分野の論文集についても分析をおこなうことが必要である

と考えられる。また、本研究では歴史都市防災の「対象」「災害」のいずれも、上述の 8 種の論文集に掲載

された論文の題目において出現頻度の高い単語の中からキーワードを選定して分類をおこなったが、キーワ

ードの選定方法によっては異なる結果が得られることが想定される。また同一の内容であっても、論文と新

聞記事とでは出現頻度の高い単語が異なることも想定される。このため、キーワードの選定方法に関する検

討も必要であると考えられる。

さらに、本研究では歴史都市防災における「何を守るのか」「何から守るのか」に該当する「対象」「災

害」の 2 点に着目して研究活動の分類をおこなったが、歴史都市防災における「どうやって守るのか」に該

当する研究活動の方法論、技術論についても、何らかの客観的な方法にもとづいて研究活動の分類をおこな

い、今後の研究活動の方向性に対する知見を得ていくことが必要ではないかと考えられる。
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